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市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
１３
日
に
招
集
さ
れ
、
２６
日
ま
で
１４
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
１６
件
と
報
告
１
件
で
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
に
か
ほ
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

　

条
例
の
制
定

　

本
市
に
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲

与
税
を
適
正
に
管
理
し
、
森
林
の
整

備
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
基

金
を
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

◇
に
か
ほ
市
公
民
館
条
例
等
の
一
部

　

改
正
な
ど

　

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
、
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
改

定
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
市
の

施
設
・
物
品
の
使
用
料
や
ガ
ス
・
上

下
水
道
の
料
金
等
を
改
定
す
る
た
め

関
係
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◇
に
か
ほ
市
ガ
ス
供
給
条
例
の
廃
止

　

令
和
２
年
４
月
１
日
の
ガ
ス
事
業

譲
渡
(
民
営
化
)
に
と
も
な
い
、
同

日
付
で
ガ
ス
供
給
条
例
を
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
２
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
２
億
７
８
３

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

１
３
０
億
２
、
０
８
３
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
出
】

・
集
会
施
設
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
５
万
円

・
老
人
福
祉
施
設
既
設
温
泉
廃
坑
事

　

業
費
　
　
　
　

１
、
５
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
　

３
、
６
５
６
万
円

・
保
育
所
等
整
備
交
付
金

　
　
　
　
　

２
、
１
７
８
万
３
千
円

・
緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
等
予
防
接

　

種
事
業
費
　
　

１
、
２
０
０
万
円

・
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
　

　
　
　
　
　
　
　

５
１
６
万
５
千
円

・
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
０
万
円

・
消
防
団
ポ
ン
プ
車
庫
改
築
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　

１
、
３
５
０
万
円

・
屋
内
運
動
施
設
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　

５
、
１
７
７
万
８
千
円

◇
令
和
元
年
度
の
課
税
状
況

　

５
月
末
現
在
の
軽
自
動
車
税
の
調

定
額
は
、
前
年
同
月
比
２
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
、
約
１
８
３
万
円
増
の
７
、

４
７
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
土
地

評
価
額
の
下
落
傾
向
が
続
い
て
い
る

も
の
の
、
家
屋
の
新
増
築
に
と
も
な

う
評
価
額
が
伸
び
て
い
て
、
調
定
額

で
前
年
度
並
の
１４
億
１
、
９
７
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
５
月

中
旬
に
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
分
の

み
税
額
を
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
調

定
額
は
、
前
年
同
月
比
１
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
、
約
１
、
０
８
０
万
円
増
の

７
億
９
、
１
６
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
増
額
は
市
内
主
要
製
造

企
業
等
の
業
績
が
好
調
で
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
し
、
給
与
所
得
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
個
人
市
民
税
の
普
通
徴
収

分
お
よ
び
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
分

が
確
定
す
る
の
は
、
６
月
中
旬
と
な

り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
個
人

市
民
税
全
体
の
調
定
額
は
給
与
所
得

等
は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
農
業
所

得
や
株
式
等
譲
渡
所
得
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、
前
年
度
並
の
１０
億
８
０

０
万
円
前
後
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
高
校
生
の
就
職
状
況

　

こ
の
春
に
卒
業
し
た
本
市
在
住
の

高
校
新
卒
者
は
１
９
６
人
で
、
そ
の

う
ち
、
３８
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
７６

人
が
就
職
し
て
い
ま
す
。
就
職
率
は

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
６
年
連
続
で

希
望
者
全
員
が
就
職
し
て
い
て
、
就

職
先
は
県
外
の
１６
社
に
１８
人
、
県
内

の
２３
社
に
５８
人
で
、
う
ち
市
内
は
１５

社
に
３４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内

就
職
者
の
主
な
業
種
別
で
は
製
造
業

が
３９
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
公

務
員
が
６
人
、
小
売
業
、
運
輸
業
が

３
人
ず
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
新
卒
者
数

は
４４
人
の
減
、
就
職
者
数
は
６
人
の

減
で
す
が
、
市
内
就
職
者
は
６
人
の

増
、
県
外
就
職
者
は
前
年
同
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
管
内
の
、
高

校
新
卒
者
に
対
す
る
求
人
事
業
所
数

は
、
昨
年
と
比
較
し
て
２７
社
(
２７
・

０
パ
ー
セ
ン
ト
)
増
の
１
２
７
社
、

求
人
数
は
９９
人
(
２５
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
)
増
の
４
９
０
人
と
な
っ
て
い
て

一
部
の
事
業
所
で
は
求
人
数
を
充
足

で
き
ず
、
人
材
確
保
に
苦
慮
す
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

◇
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業

　

５
月
末
現
在
、
本
市
へ
の
移
住
希

望
者
の
有
効
登
録
数
は
、
前
年
同
月

比
で
３１
世
帯
増
の
９３
世
帯
と
な
っ
て

い
て
、
特
に
２０
代
、
３０
代
の
登
録
者

が
約
５
割
を
占
め
る
な
ど
、
若
い
方

の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
官
民
一
体
で
取
り
組

む
「
に
か
ほ
市
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
推

進
協
議
会
」
の
事
業
と
し
て
、
新
た

に
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
を
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
等
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
魅
力
を
集
中
的
に
紹
介
し
な
が

ら
、
移
住
希
望
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
新
規
掘
り
起
し
を
図
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
３０
年
４

月
か
ら
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
、
市
町
村
は
所
得

水
準
や
医
療
費
水
準
に
応
じ
て
、
県

が
算
定
す
る
事
業
費
納
付
金
を
納
め

る
制
度
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
単
年
度
の
医
療
費
の
増
減

に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
費
納
付
金
に

見
合
う
税
収
が
必
要
と
な
り
、
今
年

度
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
事
業
費
納
付

金
や
保
健
事
業
な
ど
の
経
費
を
基
に

試
算
し
た
結
果
、
健
全
な
国
保
事
業

を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
税
率
改
正

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
改
定
率
は

７
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
、
年
税

額
は
世
帯
平
均
で
９
、
８
５
２
円
、

一
人
当
た
り
平
均
で
は
６
、
０
８
４

円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
は
、
昭
和

２０
年
代
に
開
設
以
降
、
主
に
旧
仁
賀

保
町
の
地
域
医
療
へ
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

開
設
か
ら
７０
年
ほ
ど
が
経
過
し
、

人
口
減
少
等
に
よ
る
患
者
数
の
減
少

や
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
、

在
宅
医
療
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
ニ

ー
ズ
が
変
化
す
る
な
ど
、
国
保
診
療

所
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
に
か

ほ
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
方
針
を
踏
ま
え
、
安
定
的
に
継
続

で
き
る
診
療
所
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◇
農
業

　

米
の
生
産
に
つ
い
て
は
昨
年
度
か

ら
、
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の

配
分
が
無
く
な
り
、
米
の
生
産
者
や

集
荷
業
者
等
が
主
体
的
に
需
要
に
応

じ
た
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
は
、

秋
田
県
内
の
主
食
用
米
生
産
数
量
の

目
安
が
４０
万
７
、
０
０
０
ト
ン
と
示

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
に
か
ほ
市
農

業
再
生
協
議
会
で
は
、
市
内
の
生
産

の
目
安
を
１
万
１
２
９
ト
ン
(
前
年

比
１
４
８
ト
ン
の
減
)
と
し
て
い
ま

す
。
面
積
に
換
算
す
る
と
、
約
１
、

７
９
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
約
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
減
)
と
な
り
、
こ
れ
を
基
に

加
工
用
米
、
備
蓄
用
米
等
と
合
わ
せ

て
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◇
日
沿
道
の
進
捗
状
況
　

　

遊
佐
・
象
潟
道
路
の
う
ち
、
平
成

２８
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
る
象
潟
Ｉ

Ｃ
か
ら
小
砂
川
Ｉ
Ｃ
(
仮
称
)
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

西
中
ノ
沢
地
内
の
市
ノ
沢
川
橋
の
橋

台
、
橋
脚
が
完
成
し
、
現
在
は
奈
曽

川
橋
の
橋
脚
工
な
ど
、
８
件
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
秋
田
県
や
山
形
・
秋
田

県
境
区
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
な

ど
と
と
も
に
、
小
砂
川
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

早
期
開
通
と
、
県
境
区
間
の
早
期
完

成
に
向
け
て
、
関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

◇
ガ
ス
事
業
の
民
営
化

　

ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

３
月
２８
日
に
東
海
ガ
ス
株
式
会
社
と

仮
契
約
を
締
結
し
、
５
月
１６
日
の
臨

時
議
会
で
の
議
決
を
も
っ
て
本
契
約

へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
月
２４
日
に
は
、
東
海
ガ

ス
株
式
会
社
と
の
本
契
約
へ
の
移
行

確
認
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
７
月
に
は
３
地
域
で
市
民

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
来
年
４

月
１
日
か
ら
の
民
営
化
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

◇
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
た
く
ま

　

し
い
心
と
体
の
育
成

　

今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
を
「
夢

を
も
ち
、
心
豊
か
で
、
元
気
な
子
ど

も
の
育
成
」
と
し
、
「
活
か
す
力
」

を
育
む
学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
習
得
を
土
台

と
し
、
さ
ら
に
高
ま
ろ
う
と
す
る
意

欲
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
応
用
・
発

展
さ
せ
る
力
で
あ
る
「
活
か
す
力
」

を
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
独
自
で
教
育
指
導

員
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
員
を
雇
用
し

き
め
細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

指
定
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
力

を
学
校
教
育
に
取
り
込
み
な
が
ら
、

「
に
か
ほ
地
域
学
」
等
を
充
実
さ
せ

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の

一
層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
中
学
校
で
「
特

別
の
教
科
　

道
徳
」
が
全
面
実
施
と

な
り
、
検
定
教
科
書
を
使
用
し
た
授

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
小
・
中
学
校
と
も
児
童
生
徒
の

道
徳
的
な
判
断
力
や
実
践
力
を
高
め

よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入

れ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。


